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多文化共生に関する意識調査の結果について 

 

 

１ 調査目的 

多文化共生に関する区民の意識や実態を把握し、新しい「多文化共生推進プラン」（計画

期間：令和９年度～令和１３年度）策定の基礎資料とする。 

 

 

２ 調査概要 

 

３ 調査結果 

別添「台東区多文化共生に関する意識調査報告書【概要版】」及び「台東区多文化共生に

関する意識調査報告書」のとおり。 

 外国人意識調査 日本人意識調査 

対象 
１８歳以上の区内在住の外国人 

４,０００人 

１８歳以上の区内在住の日本人 

２,０００人 

抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

調査方法 
＜配布＞ 郵送 

＜回収＞ 郵送又はＷｅｂ回答 

期間 令和７年９月１０日～１０月１日 

対応言語 

やさしい日本語、 

英語、中国語（簡体字・繁体字）、 

韓国語、ベトナム語、タガログ語、 

ネパール語 

※やさしい日本語版と対象者の国籍

に合わせた言語の調査票を同封 

日本語 

回答数 ９７５件 ９１４件 

回答率 ２４．４％ ４５．７％ 

令 和 ８ 年 ３ 月 ３ 日 

企 画 総 務 委 員 会 資 料 

総務部人権・多様性推進課 



２ 

 

４ 多文化共生推進プランの策定について 

 （１）計画期間 

    令和９年度から令和１３年度まで 

（２）検討体制 

台東区多文化共生推進プラン策定委員会及び庁内検討会にて検討する 

（３）予算額（案） 

   ７，７１６千円 

（４）今後の予定 

 令和８年 第３回定例会  企画総務委員会（策定状況報告） 

第４回定例会  企画総務委員会（中間のまとめ案報告） 

      １２月～１月  パブリックコメント実施 

   令和９年 第１回定例会  企画総務委員会（最終案報告） 

    ３月      多文化共生推進プラン策定 



 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 

台東区多文化共生に関する意識調査報告書 

【概要版】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年２月 

台東区 
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調査の概要 

■調査実施の目的 

令和８年１月１日現在、台東区には人口の約9.8％にあたる21,346人の外国人が居住している。

台東区では、令和３（2021）年度に「台東区多文化共生推進プラン」を計画期間５年として策定し、

これまで様々な多文化共生施策を展開してきたところだが、その間、日本語教育機関認定法の成立

や入管法等の改正等、在住外国人を取り巻く状況が変化してきた。こうした状況を踏まえ、さらな

る多文化共生の地域づくりを推進するために、今後のプラン策定の基礎資料を得ることを目的とし

実施した。 

 

■調査実施の概要 

下記の方法により「アンケート調査」を実施した。 
 

 外国人意識調査 日本人意識調査 

調査地域 台東区全域 

調査期間 令和７年９月 10 日～10月１日 

調査対象 18 歳以上の区内在住の外国人 4,000 人 18 歳以上の区内在住の日本人 2,000 人 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法 郵送配布／郵送回収またはＷＥＢ回答 

言語 やさしい日本語版と対象者の国籍に合わ

せた言語別調査票（翻訳版の調査票）を

同封 

日本語 

回答数 975 件（内、ＷＥＢ回答数 439 件） 914 件（内、ＷＥＢ回答数 244 件） 

回答率 24.4％ 45.7％ 

 
 

■調査結果の見方 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。従って、単数回答

（１つだけ選ぶ問）においても、％を足し合わせて100％にならない場合がある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。 

・本文中で％の比較は「ポイント」と表記している。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を簡略化している場合がある。 

・回答者数「ｎ」が30未満の場合、比率が上下しやすいため、本文中では原則として触れていない。 

・本文中で、各項目と全体平均の％の比較は、原則として差が５ポイント以上あるものについて触

れており、「５ポイント以上高い」「５ポイント以上低い」と表記している。例外的に５ポイン

ト未満のものについて触れるときは「やや高い」「やや低い」と表記している。 

・本文作成にあたり原則、次のような表現方法を用いた。 

 

例 表現 

19.0％～20.9％ 約 20％ 

21.0％～23.9％ 20％を超える 

24.0％～28.9％ 20％台半ば 
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調査結果のポイント 
 
１ 外国人意識調査 

① 外国人の日本語の理解度 
 

       

 

・わかる言語は、「日本語」（85.2％）が最も高く、次いで、「英語」（66.7％）、「中国語」（58.7％）

となっている。（問15） 

・「Ａ 聞く」「Ｂ 話す」「Ｃ 読む」が「日常会話ができる」レベル以上と回答した割合は80％前

後、「Ｄ 書く」が「日常会話ができる」レベル以上は71.9％となっている。一方、「できない・ほ

とんどできない」は、「聞く」「話す」は３％台だが、「読む」は7.8％、「書く」は11.3％となって

いる。（問16） 

 

図表 わかる言語（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 日本語の習得度（単一回答） 

 

  

Point 
多くの外国人は日本語による日常的なコミュニケーションが 

可能であると考えられる。 

n=(975)  

日本語
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中国語

韓国語・朝鮮語

タガログ語

ベトナム語

スペイン語

ヒンディー語

フランス語

タイ語

ネパール語

ドイツ語

ポルトガル語

その他
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② 区の施策 

 

       
 

※「満足」と「どちらかといえば満足」の合計値 

・多文化共生に関するサービスや取組の認知度は、「区公式ホームページの多言語対応」（37.8％）、

が最も高く、次いで、「外国人のための生活便利帳の発行」（29.2％）、「外国人のための日本語教

室・子供日本語教室の実施」（20.5％）となっており、全般的に低い傾向にある。（問20） 

・台東区の施策に対する満足度は「Ａ 区立施設の多言語対応・表示」（81.8％）が最も高く、いず

れの施策も50％を超えている。また、全ての項目で、満足度は前回から10ポイント以上増加してい

る。（問21） 

 

図表 多文化共生に関するサービスや取組の認知度（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 台東区の施策に対する満足度（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Point 
外国人の中では、多文化共生に関するサービスや取組の認知度は低い。 

一方で、区の施策に対する満足度（※）はおおむね高い。 

ＴＡＩＴＯ ＣＩＴＹ ＬＩＦＥ ＮＥＷＳ（英語、中国語、韓国語、
やさしい日本語　生活に役立つ情報や行政情報を年４回）発行

多言語ビデオ通訳タブレット等での窓口対応

多言語対応デジタルブック（カタログポケット）による情報発信

日本人と外国人の交流事業

外国から区立幼稚園・保育園・こども園・小・中学校へ新たに編入
した幼児・児童・生徒を対象とした日本語指導講師の派遣

n=(975)  

区公式ホームページの多言語対応

外国人のための生活便利帳（英語、中国語、韓国語による生活する上
で必要な情報をまとめた冊子）の発行

外国人のための日本語教室・子供日本語教室の実施

外国人相談窓口の運営

区立幼稚園・保育園・こども園・小・中学校を対象に、日本語理解が
不十分な保護者との面談や教育相談などを支援する通訳の派遣

特にない

無回答
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Ｉ　日本人向けの多文化共生に関する
意識啓発

Ｊ　日本人と外国人の交流の機会の充実

Ｃ　生活情報の発信・多言語対応

Ｄ　相談体制の充実・通訳配置（多言語ビデオ
通訳タブレット等での窓口対応を含む）

Ｅ　防災面の対策

Ｆ　子育て・教育面の支援

n=(975)

Ａ　区立施設の多言語対応・表示

Ｂ　日本語学習支援

Ｇ　医療・福祉面の支援
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③ 外国人の相談窓口 
 

       

 

 

・生活上の困りごとが生じた際の相談先は、「仕事以外の知人、友人（同国人）」（53.7％）が最も高

く、次いで「家族、親戚」（51.0％）、「職場の同僚など仕事関係の人」（38.4％）、「インターネット

で解決方法を検索する」（34.1％）、「仕事以外の知人、友人（日本人）」（32.9％）となっている。

（問24） 

・一元的な外国人相談窓口に相談したい内容は、「税金・年金・社会保険」（57.4％）、次いで、「在留

資格・ビザ」（45.3％）、「医療・福祉面の支援」（43.2％）、「就労・事業経営の支援」（38.3％）、「法

律」（35.6％）となっている。「特に相談したいことはない」は11.3％となっている。（問22） 

 

図表 生活で困ったときの相談先（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 多言語による一元的な外国人窓口開設後に相談したいこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Point 
外国人が困ったときの相談先は、身近な人間関係に頼ることが多い。一方

で、新たに開設する一元的な外国人相談窓口に相談したいことは、多様な

ものがあり、一定の需要がある。 

民生委員・児童委員

その他

誰にも相談しない

相談する相手がいない

無回答

保育園・幼稚園、学校の先生

教会・寺院など宗教施設

民族団体・同国人の組織

ボランティア団体（ＮＰＯ、ＮＧＯを含む）

町会

インターネットで解決方法を検索する

仕事以外の知人、友人（日本人）

仕事以外の知人、友人（日本人以外の外国人）

区役所や東京都の相談窓口

近くに住んでいる人

n=(975)  

仕事以外の知人、友人（同国人）

家族、親戚

職場の同僚など仕事関係の人
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n=(975)  

税金・年金・社会保険

在留資格・ビザ

医療・福祉面の支援

就労・事業経営の支援

法律

日本語の学習方法

防災

地域情報

子育て・教育

住まい

その他

特に相談したいことはない

無回答
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④ 相互理解の促進 
 

       

 

・相互理解の促進に向け自身が行おうと思うことは、「日本の文化、生活習慣を理解する」（64.6％）

が最も高く、「挨拶や言葉を交わす」（55.2％）も半数以上が挙げている。「特にない」は7.6％に留

まっている。（問39） 

・台東区が力を入れるべきだと思うことは、「日本人による外国人への偏見・差別をなくすための意

識啓発」（46.2％）が最も高く、次いで、「日本人と外国人の交流の機会の充実」（45.1％）、「外国

人向けの日本語学習支援」（43.3％）、「外国人の地域社会への参加支援」（36.3％）となっている。

（問40） 

 

図表 地域の中で日本人と外国人が理解し合い、 

共に生きていくまちづくりを進めるために、自身が行おうと思うこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 台東区が力を入れるべきだと思うこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Point 
外国人が、日本人との相互理解の促進に向けて自ら行動しようとする意識は

高く、その行動を支えるための環境整備や支援の充実が求められている。 

その他

特にない

無回答

区立施設の多言語対応・表示

地域の中で日本人と外国人が理解しあい、共に生きていくまちづくり
を進めるための、日本人向けの意識啓発

相談体制の充実（翻訳機による母国語等の対応）

地域の中で日本人と外国人が理解しあい、共に生きていくまちづくり
を進めるためのボランティアなどの人材育成

日本人への「やさしい日本語」の普及

日本人による外国人への偏見・差別をなくすための意識啓発

日本人と外国人の交流の機会の充実

外国人向けの日本語学習支援

外国人の地域社会への参加支援

生活情報の発信・多言語対応

n=(975)  
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34.8

34.4

29.1

28.0

24.1

23.8

1.3

6.6

1.8
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(%)

n=(975)  

日本の文化、生活習慣を理解する

挨拶や言葉を交わす

日本語を習得するよう努める

地域の行事や町会活動に参加する

日本人との交流イベントに参加する

日本人に母国の言葉や文化を教える

日本の生活ルール（ごみの出し方など）を教えてもらう

日本人との交流に関するボランティアとして運営に携わる

その他

特にない

無回答

64.6
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0.9

7.6

1.5

0 20 40 60 80 (%)



7 

⑤ 地域活動 
 

       

 
 

・地域活動への参加状況をみると、お祭り・運動会等や交流会に参加している人が多いが、いずれも

50％には満たない。一方で、今後参加したい地域活動は実際の参加状況を上回っており、地域活動

への関心自体は一定程度存在している。（問41、42） 

・活動するときの困りごとは、「参加の仕方がわからない」（44.3％）が最も高く、次いで、「参加す

る時間がない」（43.7％）、「活動に関する情報が少ない」（40.5％）となっている。（問44） 
 

図表 地域活動の参加状況（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 今後参加したい地域の活動（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 自身が地域で活動するときの困りごと（複数回答） 

 

 

  

n=(975)  

参加の仕方がわからない

参加する時間がない

活動に関する情報が少ない

活動に誘われない

言葉が通じない

同じ年代などの関わりやすい人が少ない

興味が持てる活動がない

会費や参加費など、金銭面の負担が大きい

体力的・身体的に参加が難しい

その他

特にない

無回答

44.3

43.7

40.5

24.3

19.6

13.7

7.6

7.3

3.4

0.8

10.7

2.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)

Point 
外国人の地域活動への参加は低調であるものの、担い手となり得る潜在的

な層は一定程度存在しており、実際の参加に繋げるための環境整備が求め

られている。 

 

(%)

Ｄ　自分の国の文化を紹介するイベント

Ｅ　地域の同じ趣味の人が集まる
スポーツ活動

Ｆ　地域の同じ趣味の人が集まる
文化的活動

n=(975)

Ａ　町会などが行うお祭りや運動会等の
地域の行事

Ｂ　子供に関わる活動や美化清掃などの
ボランティア活動

Ｃ　日本文化に触れる交流会

4.0

5.7

2.6

4.4

4.0

9.0

29.5

15.4

12.6

17.0

22.3

26.6

28.7

25.5

26.2

59.2

33.6

47.6

51.8

47.3

5.5

4.5

5.7

5.6

5.5

8.6 36.2 25.3 26.9 3.0

よ

く

参

加

し

て

い

る

時

々

参

加

し

て

い

る

あ

ま

り

参

加

し

て

い

な

い

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

無回答

地域の同じ趣味の人が集まるスポーツ活動

自分の国の文化を紹介するイベント

子供に関わる活動や美化清掃などのボランティア活動

その他

特にない

n=(975)  

町会などが行うお祭りや運動会等の地域の行事

日本文化に触れる交流会

地域の同じ趣味の人が集まる文化的活動

55.6

45.4

42.8

32.7

23.7

21.3

1.6

13.0

1.9

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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２ 日本人意識調査 

① 外国人が活躍することの必要性 
 

       

 

・地域で外国人が活躍することは必要と考える割合は60％を超えており、外国人の存在や役割につ

いて一定の理解が広まっている。また、外国人との交流機会が多いほど、外国人の活躍が必要だと

思う割合が高い。（問16） 

・外国人が増えることにより良くなることは「外国の言葉・文化等を知る機会が増える」（38.2％）

が最も高く、次いで「外国のことについて関心を持つようになる」（33.3％）、「消費や就労をとお

して経済の活性化が期待できる」（31.9％）となっている。前回と比較すると多くの項目で割合が

低下しており、外国人の受入れに対する前向きな評価は弱まっている。（問17） 

 

図表 今後、地域で外国人が活躍することは必要か（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 【経年比較】地域に暮らす外国人が増えることにより良くなること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Point 
地域で外国人が活躍することの必要性は理解しているものの、 

受入れに対しては慎重・消極的な意識を持つ傾向がみられる。 

(914)  16.6 45.6 19.8 15.1 2.8

(%)ｎ

必

要

だ

と

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

必

要

だ

と

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

必

要

で

は

な

い

と

思

う

必

要

で

は

な

い

と

思

う

無

回

答

必要だと思う（計） 必要ではないと思う（計）

特にない

無回答

地域内の多様性が高まる

地域で外国人と交流できる機会が増える

人口が増えて、活気が出る

地域行事や美化清掃などのボランティア活動等の地域活動の活性化が
期待できる

地域活動の発展につながる

その他

外国の言葉・文化等を知る機会が増える

外国のことについて関心を持つようになる

消費や就労をとおして経済の活性化が期待できる

38.2

33.3

31.9

24.9

18.8

17.1

10.1

2.4

24.8

2.1

43.9

42.2

34.4

20.9

17.4

12.5

14.7

2.3

23.7

1.7

0 10 20 30 40 50

今回調査 n=(914)  

前回調査 n=(933)  

(%)
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② 外国人が増えることに対する不安 
 

       

 
 

・外国人が増えることで心配や不安に感じることは、「外国人が、日本で生活するルール（ごみの出

し方など）や習慣を知らずにトラブルが起きてしまうこと」（84.7％）が最も高く、次いで、「治安

が悪化するおそれがあること」（66.7％）、「外国人同士が１か所に固まり、集住すること」（51.8％）、

となっている。上位3つのうち、今回選択肢に加えた「治安が悪化するおそれがあること」以外の

2つは、いずれも前回調査から割合が10ポイント以上増加している。（問18） 

・外国人との関係で困った経験としては、「ごみ・資源の分け方・出し方などのルールに関すること」

（40.8％）が最も高く、次いで、「家・部屋からの物音や騒音など」（29.9％）、「集合住宅などの共

用スペースや公共の場の使い方に関すること」（29.8％）となっている。外国人に対する不安と実

際の困りごとはいずれも前回から増加しているものの、不安などを感じる人と、実際に困った経

験を持つ人の割合には差がみられる。（問19） 
 

図表 【経年比較】地域に暮らす外国人が増えることで 

心配や不安に感じること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 【経年比較】地域に暮らす外国人との関係で困った経験（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家・部屋からの物音や騒音など

集合住宅などの共用スペースや公共の場の使い方に関すること

店舗や宿泊施設の営業に関すること

食べ物のにおいなど

駐車・駐輪に関すること

言葉の行き違い

ごみ・資源の分け方・出し方などのルールに関すること

子供の行動やほかの子供との関係

ペットに関すること

その他

特にない

無回答

40.8

29.9

29.8

16.7

15.2

12.4

10.8

6.5

3.7

7.5

35.2

2.8

31.5

19.3

18.9

6.9

11.8

7.4

11.3

4.2

1.7

4.3

44.9

3.5

0 20 40 60 80 100

今回調査 n=(914)  

前回調査 n=(933)  

(%)

Point 
外国人が増えることで心配や不安に感じることを挙げる人は、前回より増

加している。一方で、不安などを感じている人と、実際に困った経験を持

つ人の割合には差がある。 

不安に感じることはほとんどない

無回答

外国人同士が１か所に固まり、集住すること

言葉が通じず、コミュニケーションが取れないこと

外国人向けサービスや教育など行政需要が増えること

日本人の雇用機会が減少したり、賃金が低下するおそれがあること

その他

具体的にはないが、漠然とした不安がある

外国人が、日本で生活するルール（ごみの出し方など）や習慣を
知らずにトラブルが起きてしまうこと

治安が悪化するおそれがあること

84.7

66.7

51.8

45.2

23.2

19.4

5.9

2.1

3.0

1.6

73.6

41.7

44.3

16.0

5.6

19.4

8.7

1.9

0 20 40 60 80 100

今回調査 n=(914)  

前回調査 n=(933)  

(%)
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３ 外国人・日本人 共通設問の比較 

① 相互間の交流意欲 
 

       

 

・地域における交流に関する共通設問を比較すると、「地域の外国人と日本人の相互の親しみ度合い」

（外国人：問33、日本人：問11）、「外国人と日本人のコミュニケーションがとれているか（外国人：

問34、日本人：問12）、「地域に暮らす外国人と日本人の交流意向」（外国人：問35、日本人：問13）

のいずれにおいても、肯定的に回答した割合は、外国人が日本人よりも30～40ポイント以上高く

なっており、両者の間に意識の差がみられる。 

 

 

図表 地域の外国人と日本人の相互の親しみ度合（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 外国人と日本人のコミュニケーションがとれているか（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 地域に暮らす外国人と日本人の交流意向（単一回答） 

 

 

 

  

Point 
外国人は日本人との高い交流意欲を持つのに対して、日本人は外国人との

交流について消極的な傾向がみられる。 
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回
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② 日常生活での困りごと 
 

       

 

・外国人の困りごとは、「税金や年金の仕組みなどがわかりにくい」（39.9％）が最も高く、次いで、

「外国人であることを理由に入居を断られる」（29.0％）、「どこの病院へ行けばいいかわからない」

（28.4％）となっている。（外国人：問23） 

・日本人が想定する外国人の困りごとは、「日常生活のルールがよくわからない」（52.6％）が最も高

く、次いで、「日本語の読み・書きに不安がある」（43.3％）、「日本人や他の国籍の方とのコミュニ

ケーションに不安がある」（32.6％）となっている。（日本人：問20） 

・日本人が想定する上位3つの困りごとは、外国人が困りごととして挙げる比率は低く、「日常生活

のルールがよくわからない」は外国人では8.3％、「日本語の読み・書きに不安がある」は25.4％、

「日本人や他の国籍の方とのコミュニケーションに不安がある」は19.8％となっており、日本人の

認識と外国人の実態との間には違いがみられる。 

 

図表 日本での生活で、外国人が困っていることや心配なこと 

（複数回答・外国人上位３位と日本人の回答の比較） 
 

 

 

 

 

 

 

 

※外国人調査票の「外国人であることを理由に入居を断られる」は日本人調査票の「住まいのこと」、外国人調査票の

「どこの病院へ行けばいいかわからない」は日本人調査票の「病院や医療のこと」と比較している。 

 

 

図表 日本での生活で、外国人が困っていることや心配なこと 

（複数回答・日本人上位３位と外国人の回答の比較） 

 

  

日常生活のルールがよくわからない

日本語の読み・書きに不安がある

日本人や他の国籍の方との
コミュニケーションに不安がある

52.6

43.3

32.6

8.3

25.4

19.8

0 10 20 30 40 50 60

日本人 n=(914)  

外国人 n=(975)  

(%)

税金や年金の仕組みなどがわかりにくい

外国人であることを理由に入居を断られる※

どこの病院へ行けばいいかわからない※

39.9

29.0

28.4

29.5

11.2

31.4

0 10 20 30 40 50 60

外国人 n=(975)  

日本人 n=(914)  

(%)

Point 
外国人が抱える困りごとについて、 

日本人の認識と外国人の実態との間には違いがみられる。 
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③ 住民相互の理解促進のために相手に求めること 
 

       

 

・外国人が日本人に求めることは、「外国人への偏見や差別をなくしてほしい」（56.4％）が最も高

く、「外国人としてではなく、日本人と同じように接してほしい」（52.8％）も半数以上が挙げてい

る。次いで、「地域の行事や町会活動に誘ってほしい」（28.0％）、「日本語や日本文化をわかりやす

く教えてほしい」（26.4％）となっている。（外国人：問38） 

・日本人が外国人に求めることは、「日本の日常生活における習慣やルール（ごみの出し方など）を

守ってほしい」（76.7％）が最も高い。次いで、「地域の一員としての意識をもって生活してほし

い」（58.4％）、「日本の伝統・文化や風習を理解してほしい」（53.9％）、「日本語を習得し、会話が

できるようにしてほしい」（34.0％）、「近所の人への挨拶や声をかけあってほしい」（30.5％）とな

っている。（日本人：問22） 

・外国人は、地域に日本人と同様に受け入れてほしいという意向がある一方で、日本人は、外国人に

地域の一員としての行動を求める傾向があり、両者が相手に求めることの方向性や内容には差異

がある。しかし、外国人、日本人ともに、地域で円滑に生活できることを目指していると考えられ

る。 
 

図表 （外国人調査）住民相互の理解のために、日本人に求めること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 （日本人調査）住民相互の理解のために、外国人に求めること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他

特にない

無回答

挨拶など声をかけてほしい

自分たちの文化や習慣などを理解してほしい

外国人との交流会などの行事に参加してほしい

日本の生活ルール（ごみの出し方など）を教えてほしい

外国語を習得するように努めてほしい

n=(975)  

外国人への偏見や差別をなくしてほしい

外国人としてではなく、日本人と同じように接してほしい

地域の行事や町会活動に誘ってほしい

日本語や日本文化をわかりやすく教えてほしい

56.4

52.8

28.0

26.4

23.6

22.5

18.6

15.9

11.1

1.2

9.0

1.6

0 20 40 60 80 100
(%)

Point 
相互理解の促進のために、外国人と日本人が相手に求めることの方向性や内

容には違いがあるが、目指すべき地域社会は一致していると考えられる。 

 

n=(914)  

日本の日常生活における習慣やルール
（ごみの出し方など）を守ってほしい

地域の一員としての意識をもって生活してほしい

日本の伝統・文化や風習を理解してほしい

日本語を習得し、会話ができるようにしてほしい

近所の人への挨拶や声をかけあってほしい

日本人に対する先入観を持たないでほしい

地域の行事や町会活動に積極的に参加してほしい

外国の言葉や文化を教えてほしい

日本人との国際交流会などの行事に参加してほしい

その他

特にない

無回答

76.7

58.4

53.9

34.0

30.5

13.9

11.3

9.5

6.1

3.7

7.0

1.6

0 20 40 60 80 100
(%)
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外国人意識調査の結果 
 

１ 回答者の属性 

（１）性別（単一回答） 

「男性」が46.4％、「女性」が52.3％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢（単一回答） 

「30～39歳」（39.5％）が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）国籍・出身地域（単一回答） 

「中国」（48.4％）が最も高く、次いで、「韓

国」（9.4％）、「フィリピン」（6.1％）とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）在留資格（単一回答） 

「永住者・特別永住者」（26.5％）が最も高

く、次いで、「技術・人文知識・国際業務」（24.3％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）居住形態（単一回答） 

「借家（集合住宅）」（58.1％）が最も高く、

次いで、「持ち家（集合住宅）」（20.9％）と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）職業（単一回答） 

「会社勤務(一般正社員)」（43.6％）が最も

高く、次いで、「会社勤務（経営者・役員）」

（11.2％）となっている。 

 

 

 

 

  

(975)  

1.5

22.4 39.5 19.0 10.6 4.8

1.7 0.2

0.3

(%)ｎ

1

8

～

1

9

歳

2

0

～

2

9

歳

3

0

～

3

9

歳

4

0

～

4

9

歳

5

0

～

5

9

歳

6

0

～

6

9

歳

7

0

～

7

9

歳

8

0

歳

以

上

無

回

答

n=(975)  

中国

韓国

フィリピン

台湾

ベトナム

アメリカ

タイ

インド

ネパール

ミャンマー

フランス

朝鮮

その他

無国籍

無回答

48.4

9.4

6.1

5.0

4.2

3.6

2.9

2.5

2.2

1.7

1.4

0.3

12.0

-

0.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(975)  

永住者・特別永住者

技術・人文知識・国際業務

留学

日本人の配偶者等

家族滞在

高度専門職

永住者の配偶者等

経営・管理

定住者

技能

特定技能

特定活動

企業内転勤

技能実習

介護

教育

教授

芸術

宗教

報道

法律・会計業務

研究

研修

外交

公用

医療

興行

文化活動

短期滞在

無回答

26.5

24.3

11.9

7.8

6.3

5.3

3.1

2.7

2.7

2.2

1.9

1.3

0.7

0.7

0.6

0.5

0.2

0.2

0.2

0.1

0.1

0.1

0.1

-

-

-

-

-

-

0.5

0 10 20 30 (%)

(975)  3.0 20.9 3.6 58.1

1.1

5.6 4.8

1.9

0.9

(%)ｎ

持

ち

家

（

一

戸

建

て

）

持

ち

家

（

集

合

住

宅

）

借

家
（

一

戸

建

て
）

借

家
（

集

合

住

宅
）

公

社

・

都

市

再

生

機

構

（

旧

公

団

）

・

公

営

住

宅

社

宅

・

官

舎

間

借

り

・

住

み

込

み

・

寮

そ

の

他

無

回

答

(975)  11.2 43.6 5.0

0.8

3.6 10.4 6.3 11.0 4.4 3.0 0.8

(%)ｎ

会

社

勤

務

（

経

営

者

・

役

員

）

会

社

勤

務

（

一

般

正

社

員
）

自

営

業

者

公

務

員

・

団

体

職

員

契

約

・

嘱

託

・

派

遣

社

員 パ
ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

専

業

主

婦

・

主

夫

学

生

無

職

そ

の

他

無

回

答

(975)  46.4 52.3

0.6

0.7

ｎ (%)

男

性

（

１

）

女

性

（

２

）

１

・

２

に

あ

て

は

ま

ら

な

い

無

回

答
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（７）結婚の有無（単一回答） 

「未婚」（47.5％）が最も高く、次いで、「結

婚している（配偶者は同国人)」（27.4％）とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）同居者（複数回答） 

「配偶者・パートナー」（44.2％）が最も高

く、次いで、「いない」（37.7％）となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）子供の年齢（複数回答） 

「小学校に通う年齢未満（６歳未満）の子供

がいる」（34.6％）が最も高く、次いで、「19

歳以上の子供がいる」（28.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（10）日本での居住年数（単一回答） 

「５年～10年未満」（24.1％）が最も高く、

次いで、「10年～20年未満」（22.1％）となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）台東区での居住年数（単一回答） 

「１年～３年未満」（36.3％）が最も高く、

次いで、「５年～10年未満」（19.4％）となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）居住地域（単一回答） 

「入谷地区」（21.6％）が最も高く、次いで、

「東上野地区」（13.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（13）台東区の魅力（複数回答） 

「交通の便がいい」（79.2％）が最も高く、

次いで、「住環境がいい」（62.2％）となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）台東区の暮らしやすさ（単一回答） 

「とても暮らしやすい」「暮らしやすい」の

合計の割合は89.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

(975)  47.5 27.4 15.1

2.3

7.5 0.3

(%)ｎ

未

婚

結

婚

し

て

い

る

（

配

偶

者

は

同

国

人

）

結

婚

し

て

い

る

（

配

偶

者

は

日

本

人

）

結

婚

し

て

い

る

（

配

偶

者

は

日

本

人

・

同

国

人

以

外

）

離

婚

・

死

別

無

回

答

n=(975)  

配偶者・パートナー

子供

友人・知人

自分または配偶者・パートナーの親

兄弟姉妹

親戚

その他

いない

44.2

26.4

6.3

2.9

1.5

1.4

2.7

37.7

0 10 20 30 40 50 (%)

(975)  

-

3.9 20.4 12.3 24.1 22.1 14.5

1.4

1.3

(%)ｎ

６

か

月

未

満

６

か

月
～

１

年

未

満

１

年

～

３

年

未

満

３

年

～

５

年

未

満

５

年

～

1

0

年

未

満

1

0

年
～

2

0

年

未

満 2

0

年
～

5

0

年

未

満 5

0

年

以

上

無

回

答

(975)  

0.4

8.7 36.3 17.3 19.4 11.3 5.5

0.5

0.5

(%)ｎ

６

か

月

未

満

６

か

月

～

１

年

未

満

１

年

～

３

年

未

満

３

年

～

５

年

未

満

５

年

～

1

0

年

未

満

1

0

年

～

2

0

年

未

満

2

0

年

～

5

0

年

未

満

5

0

年

以

上

無

回

答

(975)  4.1 13.6 10.8 21.6 4.7

2.2

13.1 10.7 5.4 5.4 6.9 1.4

(%)ｎ

竹

町

地

区

東

上

野

地

区

上

野

地

区

入

谷

地

区

金

杉

地

区

谷

中

地

区

浅

草

橋

地

区

浅

草

寿

地

区

雷

門

地

区

馬

道

地

区

清

川

地

区

無

回

答

n=(975)  

交通の便がいい

住環境がいい

観光地が多い

魅力的な商業エリアや店がある

寺社が多い

多様な国の料理店がある

文化施設が多い

医療・福祉環境がいい

防災上安心である

多様な国籍の人が住んでいる

地域の交流がある

子育て支援制度・教育環境が整っている

同国人のコミュニティがある

ものづくりが盛んである

その他

特にない

無回答

79.2

62.2

46.2

42.2

40.7

34.8

31.5

24.2

17.8

17.6

15.6

13.7

9.8

9.6

3.2

0.7

0.3

0 20 40 60 80 100(%)

(975)  39.3 50.6 3.2

0.3

6.3 0.4

(%)ｎ

と

て

も

暮

ら

し

や

す

い

暮

ら

し

や

す

い

あ

ま

り

暮

ら

し

や

す

く

な

い

暮

ら

し

に

く

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

無

回

答

暮らしやすい（計） 暮らしにくい（計）

n=(257)  

小学校に通う年齢未満（６歳未満）の子供がいる

小学校に通う年齢（６～12歳）の子供がいる

中学校に通う年齢（13～15歳）の子供がいる

高校に通う年齢（16～18歳）の子供がいる

19歳以上の子供がいる

無回答

34.6

27.6

12.5

10.5

28.0

0.8

0 10 20 30 40
(%)
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（15）台東区への定住意向（単一回答） 

「ずっと住み続けたい」（45.4％）が最も高

く、次いで、「当分の間、住み続けたい」（36.7％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ことばについて 

（１）わかる言語（複数回答） 

「日本語」（85.2％）が最も高く、次いで、

「英語」（66.7％）となっている。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）最も得意な言語（単一回答） 

「中国語」（47.9％）が最も高く、次いで、

「日本語」「英語」（ともに9.1％）となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日本語の習得度（単一回答） 

「日常会話ができる」レベル以上の割合は、

「Ａ．聞く」「Ｂ．話す」「Ｃ．読む」で80％

前後、「Ｄ．書く」で71.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）日本語の学び方（複数回答） 

「民間の日本語教室で勉強している」（35.1％）

が最も高く、次いで、「テレビ・ラジオ・本な

どで勉強している」（33.9％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）日本語の学習意欲（単一回答） 

「積極的に学びたい」（36.0％）が最も高く、

次いで、「機会があれば学びたい」（35.6％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(975)  45.4 36.7 7.2

0.3

9.8 0.5

(%)ｎ

ず
っ

と

住

み

続

け

た

い

当

分

の

間
、

住

み

続

け

た

い

い

ず

れ

引
っ

越

し

た

い

す

ぐ

に

引
っ

越

し

た

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

住み続けたい（計） 引っ越したい（計）

n=(975)  

日本語

英語

中国語

韓国語・朝鮮語

タガログ語

ベトナム語

スペイン語

ヒンディー語

フランス語

タイ語

ネパール語

ドイツ語

ポルトガル語

その他

85.2

66.7

58.7

11.9

6.2

4.6

4.2

3.4

3.2

3.1

2.1

1.7

0.3

8.4

0 20 40 60 80 100(%)

n=(975)  

中国語

日本語

英語

韓国語・朝鮮語

ベトナム語

タガログ語

タイ語

ネパール語

スペイン語

フランス語

ヒンディー語

ドイツ語

ポルトガル語

その他

無回答

47.9

9.1

9.1

6.4

3.6

3.5

2.6

1.8

1.7

1.4

0.8

0.4

0.2

5.2

6.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)

Ｄ　書く

n=(975)

Ａ　聞く

Ｂ　話す

Ｃ　読む

(%)

22.1

27.5

20.6

30.8

28.5

28.5

26.9

21.4

22.8

13.7

11.3

13.4

3.3

7.8

11.3

3.3

3.5

3.4

26.2 32.6 24.0 11.7 3.1 2.5

複

雑

で

難

し

い

日

本

語

で

も

わ

か

る

仕

事

で

使

う

日

本

語

は

わ

か

る

日

常

会

話

が

で

き

る

挨

拶

や

道

案

内

な

ど

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

を

と

る

程

度

は

で

き

る

で

き

な

い

・

ほ

と

ん

ど

で

き

な

い

無

回

答

n=(975)  

民間の日本語教室で勉強している

テレビ・ラジオ・本などで勉強している

オンラインで勉強している

知り合いに教えてもらっている

台東区の日本語教室で勉強している

家庭教師に教えてもらっている

ボランティアの日本語サークルで勉強している

その他

勉強していない

無回答

35.1

33.9

20.3

9.5

4.6

4.5

2.6

14.9

16.9

1.3

0 10 20 30 40 (%)

(975)  36.0 35.6 2.6

1.0

23.6 1.2

(%)ｎ

積

極

的

に

学

び

た

い

機

会

が

あ

れ

ば

学

び

た

い

あ

ま

り

学

び

た

く

な

い

学

び

た

く

な

い

学

ぶ

必

要

は

な

い
（

日

常

生

活

で

困
っ

て

い

な

い
）

無

回

答

学びたい（計） 学びたくない（計）
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（６）日本語教室がより利用しやすくなるため

に重要なこと（複数回答） 

「会話を中心としたクラスである」（46.7％）

が最も高く、次いで、「現在、区で実施してい

る基礎的なレベルだけでなく、より高度なレベ

ルのクラスがある」（38.5％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 台東区の取組について 

（１）台東区の施策に対する満足度（単一回

答） 

「満足」「どちらかといえば満足」の合計「満

足（計）」の割合が最も高い項目は、「Ａ 区

立施設の多言語対応・表示」（81.1％）となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）台東区の施策に対する必要度（単一回

答） 

「必要」「どちらかといえば必要」の合計「必

要（計）」の割合が最も高い項目は、「Ｅ 防

災面の対策」（88.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）多言語による一元的な外国人窓口開設後

に相談したいこと（複数回答） 

「税金・年金・社会保険」（57.4％）、次い

で、「在留資格・ビザ」（45.3％）となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(975)  

会話を中心としたクラスである

現在、区で実施している基礎的なレベルだけ
でなく、より高度なレベルのクラスがある

無料または低額で利用できる

語学を学びながら、地域の人々と交流できる

土日に開催している

語学を学びながら、日本の生活習慣や台東区
での暮らしに関する情報を知ることができる

オンラインで参加できるクラスがある

台東区内の様々な場所で開催している

夜間に開催している

少人数・個別指導に対応したクラスである

日本語教室の案内が多言語でわかりやすく
広報されている

平日に開催している

日中に開催している

子供連れでの参加ができる

義務教育の子供向けのクラスがある

その他

特にない

無回答

46.7

38.5

36.8

31.7

31.6

25.7

25.6

24.1

23.4

19.7

19.4

13.4

10.9

6.9

6.5

3.5

11.4

1.8

0 10 20 30 40 50 60
(%)

Ｊ　日本人と外国人の交流の機会の充実

Ｋ　外国人の地域社会への参加支援

Ｆ　子育て・教育面の支援

Ｇ　医療・福祉面の支援

Ｈ　就労・事業経営の支援

Ｉ　日本人向けの多文化共生に関する
意識啓発

Ｂ　日本語学習支援

Ｃ　生活情報の発信・多言語対応

Ｄ　相談体制の充実・通訳配置（多言語ビデオ
通訳タブレット等での窓口対応を含む）

Ｅ　防災面の対策

n=(975)

Ａ　区立施設の多言語対応・表示

(%)

52.1

49.4

54.8

69.9

53.8

68.0

52.6

53.2

48.6

50.3

29.0

31.7

26.9

18.9

24.1

19.3

28.1

26.6

31.1

30.3

5.2

5.0

5.3

1.8

3.0

2.5

5.0

5.2

6.1

5.1

2.2

2.4

2.6

0.8

1.0

0.7

1.1

1.5

1.4

1.3

8.4

7.5

7.2

5.3

13.8

6.3

9.2

10.1

9.5

9.8

3.1

4.0

3.3

3.2

4.2

3.3

3.9

3.4

3.3

3.2

53.5 30.2 4.8

2.5

5.7 3.3

必

要

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

必

要

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

必

要

で

は

な

い

必

要

で

は

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

必要 （計） 必要ではない （計）

n=(975)  

税金・年金・社会保険

在留資格・ビザ

医療・福祉面の支援

就労・事業経営の支援

法律

日本語の学習方法

防災

地域情報

子育て・教育

住まい

その他

特に相談したいことはない

無回答

57.4

45.3

43.2

38.3

35.6

30.1

27.8

25.6

24.8

24.5

2.6

11.3

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

Ｋ　外国人の地域社会への参加支援

Ｈ　就労・事業経営の支援

Ｉ　日本人向けの多文化共生に関する
意識啓発

Ｊ　日本人と外国人の交流の機会の充実

Ｃ　生活情報の発信・多言語対応

Ｄ　相談体制の充実・通訳配置（多言語ビデオ
通訳タブレット等での窓口対応を含む）

Ｅ　防災面の対策

Ｆ　子育て・教育面の支援

n=(975)

Ａ　区立施設の多言語対応・表示

Ｂ　日本語学習支援

Ｇ　医療・福祉面の支援

(%)

36.2

38.7

39.6

46.9

35.8

43.7

32.2

34.9

32.7

33.7

33.6

36.1

31.0

31.3

23.7

30.1

25.3

26.4

26.1

26.7

3.5

3.4

3.6

1.6

2.3

2.8

4.5

5.4

6.9

5.7

0.7

1.2

2.5

0.3

0.1

0.4

0.7

1.5

1.7

2.3

23.0

16.6

20.3

16.5

33.9

20.0

33.1

28.1

29.3

28.3

3.0

4.0

3.1

3.4

4.2

3.1

4.1

3.7

3.3

3.3

44.7 36.4

1.8 1.3

13.1 2.6

満

足

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

満

足

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

不

満

不

満

わ

か

ら

な

い

無

回

答

満足（計） 不満 （計）
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４ 日頃の暮らしについて 

（１）日本での生活で、困っていることや心配

なこと（複数回答） 

「税金や年金の仕組みなどがわかりにくい」

（39.9％）が最も高く、次いで、「外国人であ

ることを理由に入居を断られる」（29.0％）と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生活で困ったときの相談先（複数回答） 

「仕事以外の知人、友人（同国人）」（53.7％）

が最も高く、次いで、「家族、親戚」（51.0％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）生活していく上で必要な情報（複数回

答） 

「税金・年金に関する情報」（49.7％）が最

も高く、次いで、「地震や台風などの災害や防

災についての情報」（47.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(975)  

税金や年金の仕組みなどがわかりにくい

日本語の読み・書きに不安がある

日本人や他の国籍の方とのコミュニケーションに不安がある

在留資格やビザに関すること

生活上の相談をどこにすればいいかわからない

日常生活のルールがよくわからない

食事や食生活の違いがある

自国のものや宗教に対応した食料・雑貨が売っている場所がわからない

外国人であることを理由に入居を断られる

保証人がなかなか見つからない

文化の違いで近隣住民とトラブルになることがある

どこの病院へ行けばいいかわからない

症状や治療に関することなど病院でのコミュニケーションが
うまく取れない

病院での手続きがわかりにくい

災害時の避難方法がわからない

言葉が通じないので自分の要求を伝えられない

日本人との協力関係に不安

その他

特にない

無回答

医療費が高い

仕事上に必要な日本語でのコミュニケーションがうまく取れない

仕事を探す方法がわからない

希望する仕事につけない

外国人ということで賃金が安い

正社員など安定した立場で働けない

雇用条件が悪い

災害時に必要な情報を得られるか不安

地震などの災害を体験したことがないので恐怖心がある

39.9

25.4

19.8

17.7

16.7

8.3

5.2

2.7

29.0

23.3

6.5

28.4

28.1

15.0

11.6

19.3

12.1

11.5

10.6

5.8

5.4

24.9

24.2

23.7

15.8

12.8

3.9

12.2

1.3

0 10 20 30 40 50
(%)

日
常
生
活

住
ま
い

病
院
・
医
療

就
労

災
害

民生委員・児童委員

その他

誰にも相談しない

相談する相手がいない

無回答

保育園・幼稚園、学校の先生

教会・寺院など宗教施設

民族団体・同国人の組織

ボランティア団体（ＮＰＯ、ＮＧＯを含む）

町会

インターネットで解決方法を検索する

仕事以外の知人、友人（日本人）

仕事以外の知人、友人（日本人以外の外国人）

区役所や東京都の相談窓口

近くに住んでいる人

n=(975)  

仕事以外の知人、友人（同国人）

家族、親戚

職場の同僚など仕事関係の人

53.7

51.0

38.4

34.1

32.9

12.9

11.2

5.4

3.0

2.7

1.7

0.5

0.5

0.4

1.6

2.3

1.6

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

無回答

就労・事業経営に関する情報

子育て・教育に関する情報

住まいに関する情報

その他

特にない

病院や医療に関する情報

福祉（事業・サービス）に関する情報

ごみ・資源の分け方、出し方などの生活情報・ルール

区立施設利用に関する情報

地域住民と交流できるお祭り等のイベント情報

n=(975)  

税金・年金に関する情報

地震や台風などの災害や防災についての情報

49.7

47.6

42.7

37.7

28.6

26.3

23.5

23.2

19.3

19.3

0.3

13.3

2.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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（４）行政サービスや区からのお知らせ等の入

手手段及び今後希望する手段 

【現在、入手している手段／今後、希望 

する手段】（複数回答） 

現在、入手している手段および今後、希望する

手段ともに「区公式ホームページ」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）生活していく上で必要な情報を得るとき

に最も利用するＳＮＳ（単一回答） 

「Xiaohongshu（小紅書）」（13.2％）、次い

で、「YouTube」（9.5％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）地震などの災害時の備え（複数回答） 

「食料や飲料水、日用品などを準備している」

（65.2％）が最も高く、次いで、「停電時に作

動する足元灯や懐中電灯などを準備している」

（31.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）災害に関する活動への参加意向（単一回

答） 

全ての項目で「積極的に参加したい」「機会

があれば参加したい」の合計「参加したい（計）」

は70％台となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）日本での妊娠や出産、育児で困ったこと

（複数回答） 

「特にない」が40.5％で最も高いが、具体的

な選択肢の中では「用事があるときに一時的に

子供を預けるところがみつからない」（19.1％）

が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(257)  

用事があるときに一時的に子供を
預けるところがみつからない

妊娠や出産、育児にかかる費用が高い

子供が自国の言語、文化にふれる機会が少ない

妊娠や出産、育児の支援制度及び
各種健診のことがわからない

妊娠や出産、育児でわからないことが
あっても相談する人、場所がわからない

その他

特にない

無回答

19.1

14.4

12.8

12.1

9.3

3.1

40.5

16.7

0 10 20 30 40 50
(%)

(%)

n=(975)

Ａ　防災訓練など

Ｂ　災害発生時、避難所
での通訳者としての活動

Ｃ　外国人同士の
協力体制づくり

15.5

19.3

55.4

54.1

24.3

22.1

4.8

4.6

17.7 60.9 18.5 2.9

積

極

的

に

参

加

し

た

い

機

会

が

あ

れ

ば

参

加

し

た

い

参

加

し

た

く

な

い

無

回

答

参加したい（計）

   (%)

区以外のインターネット・ＳＮＳ

区の広報紙「広報たいとう」

区の生活ガイドブック「外国人のための生活便利帳」

会社や学校で聞く

区の多言語情報紙「ＴＡＩＴＯ ＣＩＴＹ ＬＩＦＥ ＮＥＷＳ」

区の外国人相談窓口

その他

特にない

区のメールやＳＮＳ配信

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

区公式ホームページ

日本人の友人や知り合いに聞く

同国人や同じことばが分かる友達や知り合いに聞く

家族・親せきに聞く

無回答

38.6

29.1

22.8

21.4

17.3

15.1

13.4

12.4

8.5

8.1

6.9

5.9

3.3

3.8

6.8

1.3

41.8

20.0

15.3

14.9

15.1

18.9

23.3

8.0

25.1

7.5

5.2

16.5

18.1

1.6

9.8

2.6

0 10 20 30 40 50 60

現在,入手している手段

n=(975)  

今後,希望する手段

n=(975)  

n=(975)  

Xiaohongshu(小紅書)

YouTube

Facebook

WeChat

LINE

Ｘ(旧Twitter)

Instagram

TikTok

WhatsApp

Weibo

その他

あまり使わない・使わない

無回答

13.2

9.5

8.4

7.5

6.6

5.8

5.4

2.1

1.2

0.4

4.3

10.9

24.6

0 10 20 30
(%)

何を備えればいいのかわからない

特にない

無回答

自宅建物や家財を対象とした地震保険に加入している

家族の安否確認の方法などを決めている

防災訓練・研修に参加している

断水に備えて生活用に風呂の水をためおきしている

その他

n=(975)  

食料や飲料水、日用品などを準備している

停電時に作動する足元灯や懐中電灯などを準備している

家具・家電などを固定し、転倒・落下・移動を防止している

防災地図やハザードマップを持っている

65.2

31.0

24.7

20.7

17.9

16.0

8.7

8.4

0.8

5.7

15.7

0.4

0 20 40 60 80 (%)
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（９）幼稚園・保育園で困ったこと（複数回

答） 

「特にない」が45.1％で最も高いが、具体的

な選択肢の中では「子供が幼稚園・保育園等に

入りづらかった」（14.0％）が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）学校で困ったこと（複数回答） 

「特にない」が40.5％で最も高いが、具体的

な選択肢の中では「日本の学校の種類や制度が

わからない」（11.7％）が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域の日本人とのかかわりについて 

（１）住民相互の理解のために日本人に求める

こと（複数回答） 

「外国人への偏見や差別をなくしてほしい」

（56.4％）が最も高く、次いで、「外国人とし

てではなく、日本人と同じように接してほしい」

（52.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域の中で日本人と外国人が理解しあ

い、共に生きていくまちづくりを進める

ために、自身が行おうと思うこと（複数

回答） 

「日本の文化、生活習慣を理解する」（64.6％）

が最も高く、次いで、「挨拶や言葉を交わす」

（55.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(257)  

子供が幼稚園・保育園等に入りづらかった

日本の幼稚園・保育園等への入園の仕組みがわかりづらかった

他の保護者とコミュニケーションができない

幼稚園・保育園にかかる費用が高い

幼稚園・保育園からの連絡内容がわからない

小学校就学のための手続きや準備がわからない

先生とのコミュニケーションができない

母国の文化・生活習慣を理解してもらえない

子供が幼稚園・保育園で友達ができない

幼稚園・保育園のことで相談できる人がいない

その他

特にない

無回答

14.0

10.5

6.2

5.8

5.8

5.8

4.7

3.5

3.1

1.9

3.9

45.1

20.6

0 10 20 30 40 50
(%)

特にない

無回答

子供が学校で友達ができない

母国の文化・生活習慣を理解してもらえない

卒業後の進学先が限られている・少ない

卒業後の就職先が限られている・少ない

その他

日本の学校への入学手続きの仕方がわかりづらかった

教育にかかる費用が高い

学校のことで相談できる人がいない

先生とのコミュニケーションができない

子供が日本語での授業を理解できない

進学先の受験の対策がわからない

学校からの連絡内容がわからない

卒業後の進路をどうしていいのかわからない

子供からの学習等に関する相談が理解できない

他の保護者とコミュニケーションができない

n=(257)  

日本の学校の種類や制度がわからない 11.7

10.1

7.0

7.0

5.8

5.1

4.7

4.7

4.7

4.3

4.3

3.1

2.3

2.3

2.3

1.6

40.5

28.4

0 10 20 30 40 50
(%)

その他

特にない

無回答

挨拶など声をかけてほしい

自分たちの文化や習慣などを理解してほしい

外国人との交流会などの行事に参加してほしい

日本の生活ルール（ごみの出し方など）を教えてほしい

外国語を習得するように努めてほしい

n=(975)  

外国人への偏見や差別をなくしてほしい

外国人としてではなく、日本人と同じように接してほしい

地域の行事や町会活動に誘ってほしい

日本語や日本文化をわかりやすく教えてほしい

56.4

52.8

28.0

26.4

23.6

22.5

18.6

15.9

11.1

1.2

9.0

1.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(975)  

日本の文化、生活習慣を理解する

挨拶や言葉を交わす

日本語を習得するよう努める

地域の行事や町会活動に参加する

日本人との交流イベントに参加する

日本人に母国の言葉や文化を教える

日本の生活ルール（ごみの出し方など）を教えてもらう

日本人との交流に関するボランティアとして運営に携わる

その他

特にない

無回答

64.6

55.2

44.9

33.5

32.7

26.4

25.6

24.8

0.9

7.6

1.5

0 20 40 60 80 (%)
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６ 地域での活動について 

（１）地域活動の参加状況（単一回答） 

「よく参加している」「時々参加している」

の合計の割合は、「Ａ 町会などが行うお祭り

や運動会等の地域の行事」（44.8％）が最も高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域活動への今後の参加意向（複数回

答） 

「国際交流・異文化交流に関する活動に取り

組みたい」（40.5％）が最も高く、次いで、「翻

訳や通訳で地域に役立ちたい」（34.1％）とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）自身が地域で活動するときの困りごと

（複数回答） 

「参加の仕方がわからない」（44.3％）が最

も高く、次いで、「参加する時間がない」（43.7％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｄ　自分の国の文化を紹介する
イベント

Ｅ　地域の同じ趣味の人が集まる
スポーツ活動

Ｆ　地域の同じ趣味の人が集まる
文化的活動

n=(975)

Ａ　町会などが行うお祭りや
運動会等の地域の行事

Ｂ　子供に関わる活動や美化清掃
などのボランティア活動

Ｃ　日本文化に触れる交流会

(%)

4.0

5.7

2.6

4.4

4.0

9.0

29.5

15.4

12.6

17.0

22.3

26.6

28.7

25.5

26.2

59.2

33.6

47.6

51.8

47.3

5.5

4.5

5.7

5.6

5.5

8.6 36.2 25.3 26.9 3.0

よ

く

参

加

し

て

い

る

時

々

参

加

し

て

い

る

あ

ま

り

参

加

し

て

い

な

い

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

体力的・身体的に参加が難しい

その他

特にない

無回答

n=(975)  

参加の仕方がわからない

参加する時間がない

活動に関する情報が少ない

活動に誘われない

言葉が通じない

同じ年代などの関わりやすい人が少ない

興味が持てる活動がない

会費や参加費など、金銭面の負担が大きい

44.3

43.7

40.5

24.3

19.6

13.7

7.6

7.3

3.4

0.8

10.7

2.4

0 10 20 30 40 50 (%)

n=(975)  

国際交流・異文化交流に関する活動に取り組みたい

翻訳や通訳で地域に役立ちたい

外国人を支援する活動に取り組みたい

母国語を日本人に教えたい

町会などの地域の活動をしたい

地域の防災活動に関する活動に取り組みたい

台東区の魅力を対外的に発信する活動に取り組みたい

高齢者との交流等、地域福祉に関する活動に取り組みたい

地域の産業振興に関する活動に取り組みたい

地域の防犯活動に関する活動に取り組みたい

子育て支援に関する活動に取り組みたい

ＰＴＡや保護者会の活動をしたい

その他

特に活動したいと思わない

無回答

40.5

34.1

29.5

28.1

24.4

22.6

19.8

18.1

15.2

13.7

13.1

6.8

1.2

17.0

2.3

0 10 20 30 40 50 (%)
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日本人意識調査の結果 
 

１ 回答者の属性 

（１）性別（単一回答） 

「男性」が41.7％、「女性」が56.7％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 
 

（２）年齢（単一回答） 

「50～59歳」（21.0％）が最も高い。 

 

 
 

 

 

 

 

 

（３）職業（単一回答） 

「会社勤務（一般正社員）」（34.9％）が最

も高く、次いで、「無職」（17.5％）となって

いる。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（４）居住形態（単一回答） 

「借家（集合住宅）」（34.7％）が最も高く、

次いで、「持ち家（集合住宅）」（30.7％）と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）台東区での居住年数（単一回答） 

「20年～50年未満」（26.8％）が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）居住地域（単一回答） 

「入谷地区」「浅草寿地区」（共に13.8％）

が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）台東区の魅力（複数回答） 

「交通の便がいい」（83.6％）が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）同居者（複数回答） 

「配偶者・パートナー」（56.6％）が最も高

く、次いで、「子供」（35.3％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(914)  

0.3

6.8 12.7 15.8 21.0 14.6 16.4 11.9 0.5

(%)ｎ

1

8
～

1

9

歳

2

0
～

2

9

歳

3

0
～

3

9

歳

4

0
～

4

9

歳

5

0
～

5

9

歳

6

0
～

6

9

歳

7

0
～

7

9

歳

8

0

歳

以

上

無

回

答

(914)  7.5 34.9 8.1

3.0

4.9 10.6 9.8

1.2

17.5

1.8

0.7

(%)ｎ

会

社

勤

務

（

経

営

者

・

役

員

）

会

社

勤

務

（

一

般

正

社

員

）

自

営

業

者

公

務

員

・

団

体

職

員

契

約

・

嘱

託

・

派

遣

社

員

パ

ー

ト

・

ア

ル

バ

イ

ト

専

業

主

婦

・

主

夫

学

生

無

職

そ

の

他

無

回

答

(914)  27.6 30.7

1.6

34.7

0.5 1.4 1.1

2.0 0.3

(%)ｎ

持

ち

家
（

一

戸

建

て

）

持

ち

家
（

集

合

住

宅

）

借

家

（

一

戸

建

て

）

借

家

（

集

合

住

宅

）

公

社

・

都

市

再

生

機

構

（

旧

公

団

）

・

公

営

住

宅

社

宅

・

官

舎

間

借

り

・

住

み

込

み

・

寮

そ

の

他

無

回

答

(914)  -

1.4

9.7 6.8 12.4 19.7 26.8 23.0 0.2

(%)ｎ

６

か

月

未

満

６

か

月

～

１

年

未

満

１

年

～

３

年

未

満

３

年

～

５

年

未

満

５

年

～

1

0

年

未

満

1

0

年

～

2

0

年

未

満

2

0

年

～

5

0

年

未

満

5

0

年

以

上

無

回

答

(914)  4.3 5.5 6.5 13.8 10.2 5.8 7.9 13.8 9.7 9.4 12.3 1.0

(%)ｎ

竹

町

地

区

東

上

野

地

区

上

野

地

区

入

谷

地

区

金

杉

地

区

谷

中

地

区

浅

草

橋

地

区

浅

草

寿

地

区

雷

門

地

区

馬

道

地

区

清

川

地

区

無

回

答

n=(914)  

交通の便がいい

寺社が多い

観光地が多い

文化施設が多い

住環境がいい

魅力的な商業エリアや店がある

地域の交流がある

ものづくりが盛んである

医療・福祉環境がいい

多様な国の料理店がある

防災上安心である

子育て支援制度・教育環境が整っている

多様な国籍の人が住んでいる

その他

特にない

無回答

83.6

41.5

40.6

39.5

34.9

30.9

22.3

20.9

17.8

14.2

10.5

8.5

6.1

3.1

2.4

0.2

0 20 40 60 80 100(%)

n=(914)  

配偶者・パートナー

子供

自分または配偶者・パートナーの親

兄弟姉妹

親戚

友人・知人

その他

いない

56.6

35.3

6.7

4.8

1.0

0.4

3.6

25.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)

(914)  41.7 56.7

0.2

1.4

ｎ (%)

男

性

（

１

）

女

性

（

２

）

１

・

２

に

あ

て

は

ま

ら

な

い

無

回

答
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（９）子供の年齢（複数回答） 

「19歳以上の子供がいる」（57.0％）が最も

高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）外国人や外国にルーツを持つ人の有無

（単一回答） 

家族や親戚に、外国人や外国にルーツを持つ

人が「いる」が10.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域で暮らす外国人とのかかわりについて 

（１）外国人が多いと感じるか（単一回答） 

「多い」「どちらかといえば多い」の合計の

割合は65.9％となっている。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（２）今後、地域で外国人が活躍することは必

要か（単一回答） 

「必要だと思う」「どちらかといえば必要だ

と思う」の合計の割合は62.2％となっている。 

 

 

 
 

 

 

 

 

（３）地域に暮らす外国人が増えることにより

良くなること（複数回答） 

「外国の言葉・文化等を知る機会が増える」

（38.2％）が最も高く、次いで、「外国のこと

について関心を持つようになる」（33.3％）と

なっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域に暮らす外国人が増えることで心配

や不安に感じること（複数回答） 

「外国人が、日本で生活するルール（ごみの

出し方など）や習慣を知らずにトラブルが起き

てしまうこと」（84.7％）が最も高く、次いで、

「治安が悪化するおそれがあること」（66.7％）

となっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）地域に暮らす外国人との関係で困った経

験（複数回答） 

「ごみ・資源の分け方・出し方などのルール

に関すること」（40.8％）が最も高く、次いで、

「家・部屋からの物音や騒音など」（29.9％）

となっている。 

 

 
 

 

 

 

  

地域行事や美化清掃などのボランティア活動等の
地域活動の活性化が期待できる

その他

特にない

無回答

n=(914)  

外国の言葉・文化等を知る機会が増える

外国のことについて関心を持つようになる

消費や就労をとおして経済の活性化が期待できる

地域内の多様性が高まる

地域で外国人と交流できる機会が増える

人口が増えて、活気が出る

38.2

33.3

31.9

24.9

18.8

17.1

10.1

2.4

24.8

2.1

0 10 20 30 40 50
(%)

(914)  37.2 28.7 10.7 3.63.9 15.2 0.7

(%)ｎ

多

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

多

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

少

な

い

少

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

多い（計） 少ない（計）

(914)  16.6 45.6 19.8 15.1 2.8

(%)ｎ

必

要

だ

と

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

必

要

だ

と

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

必

要

で

は

な

い

と

思

う

必

要

で

は

な

い

と

思

う

無

回

答

必要だと思う（計） 必要ではないと思う（計）

n=(914)  

外国人が、日本で生活するルール（ごみの出し方など）や習慣を
知らずにトラブルが起きてしまうこと

治安が悪化するおそれがあること

外国人同士が１か所に固まり、集住すること

言葉が通じず、コミュニケーションが取れないこと

外国人向けサービスや教育など行政需要が増えること

日本人の雇用機会が減少したり、賃金が低下するおそれがあること

その他

具体的にはないが、漠然とした不安がある

不安に感じることはほとんどない

無回答

84.7

66.7

51.8

45.2

23.2

19.4

5.9

2.1

3.0

1.6

0 20 40 60 80 100
(%)

n=(914)  

ごみ・資源の分け方・出し方などのルールに関すること

家・部屋からの物音や騒音など

集合住宅などの共用スペースや公共の場の使い方に関すること

店舗や宿泊施設の営業に関すること

食べ物のにおいなど

駐車・駐輪に関すること

言葉の行き違い

子供の行動やほかの子供との関係

ペットに関すること

その他

特にない

無回答

40.8

29.9

29.8

16.7

15.2

12.4

10.8

6.5

3.7

7.5

35.2

2.8

0 10 20 30 40 50 (%)

(914)  10.4 86.8 2.8

(%)ｎ

い

る

い

な

い

無

回

答

19歳以上の子供がいる

無回答

n=(323)  

小学校に通う年齢未満（６歳未満）の子供がいる

小学校に通う年齢（６～12歳）の子供がいる

中学校に通う年齢（13～15歳）の子供がいる

高校に通う年齢（16～18歳）の子供がいる

18.6

18.3

13.0

9.9

57.0

0.9

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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（６）地域に暮らす外国人とのコミュニケーシ

ョンの推進のためにできること（複数回

答） 

「挨拶や言葉を交わす」（55.9％）が最も高

く、次いで、「日本の生活ルール（ごみの出し

方など）を教える」（39.5％）となっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）住民相互の理解のために、外国人に求め

ること（複数回答） 

「日本の日常生活における習慣やルール（ご

みの出し方など）を守ってほしい」（76.7％）

が最も高く、次いで、「地域の一員としての意

識をもって生活してほしい」（58.4％）となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 多文化共生のまちづくりについて 

（１）「多文化共生社会」という言葉の認知度

（単一回答） 

「知っている」と「聞いたことはあるが、内

容は知らない」を合わせた認知度は62.2％とな

っている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

（２）「やさしい日本語」の認知度（単一回

答） 

「知っていて、使ったことがある」「知って

いるが、使ったことはない」「聞いたことはあ

るが、内容は知らない」を合わせた認知度は

39.8％となっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人との交流イベントに参加する

外国人との交流に関するボランティアとして運営に携わる

その他

特にない

無回答

日本の生活ルール（ごみの出し方など）を教える

外国の文化、生活習慣を理解する

日本語や日本文化を外国人に教える

外国語を習得するよう努める

地域の行事や町会活動に誘う

n=(914)  

挨拶や言葉を交わす 55.9

39.5

29.5

19.7

11.7

11.4

9.5

4.9

3.5

20.9

2.3

0 10 20 30 40 50 60
(%)

n=(914)  

日本の日常生活における習慣やルール
（ごみの出し方など）を守ってほしい

地域の一員としての意識をもって生活してほしい

日本の伝統・文化や風習を理解してほしい

日本語を習得し、会話ができるようにしてほしい

近所の人への挨拶や声をかけあってほしい

日本人に対する先入観を持たないでほしい

地域の行事や町会活動に積極的に参加してほしい

外国の言葉や文化を教えてほしい

日本人との国際交流会などの行事に参加してほしい

その他

特にない

無回答

76.7

58.4

53.9

34.0

30.5

13.9

11.3

9.5

6.1

3.7

7.0

1.6

0 20 40 60 80 100
(%)

(914)  32.8 29.4 36.4 1.3

(%)ｎ

知

っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が

、

内

容

は

知

ら

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

(914)  8.0 13.5 18.3 58.9 1.4

(%)ｎ

知

っ

て

い

て

、

使

っ

た

こ

と

が

あ

る

知

っ

て

い

る

が
、

使

っ

た

こ

と

は

な

い

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が

、

内

容

は

知

ら

な

い 知

ら

な

い

無

回

答

知っている（計）
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外国人・日本人 共通設問の比較 
 

１ 台東区の取組について 

（１）多文化共生に関するサービスや取組の認

知度（複数回答） 

日本人は「特にない」（57.1％)が最も高いが、

知っているサービスや取組としては、外国人・

日本人ともに「区公式ホームページの多言語対

応」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 日頃の暮らしについて 

（１）日本での生活で、外国人が困っているこ

とや心配なこと（複数回答） 

外国人は「税金や年金の仕組みなどがわかり

にくい」（39.9％）、日本人は「日常生活のル

ールがよくわからない」（52.6％）が最も高い。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域に暮らす外国人と日本人とのかかわり

について 

（１）地域の外国人と日本人の相互の親しみ度

合（単一回答） 

「親しみを感じる」「どちらかといえば親し

みを感じる」の合計は、外国人で52.5％に対し、

日本人で19.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）外国人と日本人のコミュニケーションが

とれているか（単一回答） 

「とても思う」「どちらかといえばそう思う」

の合計は、外国人で63.4％に対し、日本人は

31.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域に暮らす外国人と日本人の交流意向

（単一回答） 

「積極的に交流したい」「機会があれば交流

したい」の合計は、外国人で89.5％に対し、日

本人で46.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税金や年金の仕組みなどがわかりにくい

日本語の読み・書きに不安がある

日本人や他の国籍の方とのコミュニケーションに不安がある

在留資格やビザに関すること

生活上の相談をどこにすればいいかわからない

日常生活のルールがよくわからない

食事や食生活の違いがある

自国のものや宗教に対応した食料・雑貨が売っている場所がわからない

外国人であることを理由に入居を断られる

保証人がなかなか見つからない

住まいのこと

どこの病院へ行けばいいかわからない

症状や治療に関することなど病院でのコミュニケーションが
うまく取れない

病院や医療のこと

仕事上に必要な日本語でのコミュニケーションがうまく取れない

仕事を探す方法がわからない

就労・事業経営の支援のこと

災害時に必要な情報を得られるか不安

地震などの災害を体験したことがないので恐怖心がある

災害時のこと

その他

特にない

無回答

39.9

25.4

19.8

17.7

16.7

8.3

5.2

2.7

29.0

23.3

28.4

28.1

19.3

12.1

24.9

24.2

3.9

12.2

1.3

29.5

43.3

32.6

21.9

26.7

52.6

15.0

13.0

11.2

31.4

16.0

30.7

4.7

16.5

3.0

0 20 40 60 80

外国人 n=(975)  

日本人 n=(914)  

(%)

日
常
生
活

住
ま
い

病
院
・
医
療

就
労

災
害

外国人 (975)

日本人 (914)

ｎ (%)

4.7 41.7 34.2 18.6 0.8

31.0 58.5

2.6

6.8 1.2

積

極

的

に

交

流

し

た

い 機

会

が

あ

れ

ば

交

流

し

た

い

交

流

し

た

い

と

は

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

交流したい（計）

区公式ホームページの多言語対応

外国人のための生活便利帳（英語、中国語、韓国語による生活する上
で必要な情報をまとめた冊子）の発行

外国人のための日本語教室・子供日本語教室の実施

外国人相談窓口の運営

「やさしい日本語」の普及・啓発を目的とした講座の実施や冊子の
発行

日本語学習ボランティア講座や、多文化共生推進サポーター養成講座
などの人材育成を目的とした講座の実施

特にない

無回答

ＴＡＩＴＯ ＣＩＴＹ ＬＩＦＥ ＮＥＷＳ（英語、中国語、韓国語、
やさしい日本語　生活に役立つ情報や行政情報を年４回）発行

多言語ビデオ通訳タブレット等での窓口対応

多言語対応デジタルブック（カタログポケット）による情報発信

日本人と外国人の交流事業

外国から区立幼稚園・保育園・こども園及び小・中学校へ新たに編入
した幼児・児童・生徒を対象とした日本語指導講師の派遣

区立幼稚園・保育園・こども園・小・中学校を対象に、日本語理解が
不十分な保護者との面談や教育相談などを支援する通訳の派遣

37.8

29.2

20.5

20.2

15.0

12.5

11.7

8.7

5.9

5.3

35.9

1.5

27.7

8.0

5.4

8.5

3.5

2.0

2.3

3.7

4.5

4.0

2.8

3.4

57.1

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70

外国人 n=(975)  

日本人 n=(914)  

(%)

外国人 (975)

日本人 (914)

(%)ｎ

3.8 15.2 42.6 17.0 20.2 1.2

18.7 33.8 25.5 12.1 9.0 0.8

親

し

み

を

感

じ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

親

し

み

を

感

じ

る

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

親

し

み

を

感

じ

な

い

親

し

み

を

感

じ

な

い

無

回

答

親しみを感じる（計） 親しみを感じない（計）

外国人 (975)

日本人 (914)

(%)ｎ

1.9

29.9 44.7 21.6 2.0

13.7 49.7 26.3 8.6 1.6

と

て

も

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

全

く

思

わ

な

い

無

回

答

思う（計） 思わない（計）

※「住まい」「病院・医療」「就労」「災害」については、外国人調

査票の上位２項目のみを抜粋して掲載している。 
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（４）地域に暮らす外国人と日本人が交流する

機会（単一回答） 

「たくさんある」「少しある」の合計は、外

国人で50.8％に対し、日本人で16.8％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）地域内で外国人と日本人がかかわる場面

（複数回答） 

外国人は「一緒に仕事をしている」（49.6％）、

日本人は「小売店等でサービスを受ける」

（41.8％）が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外国人調査票と日本人調査票に一部相違がある。外国人調

査票の選択肢を基本として記載し、相違箇所に（ ）として日

本人調査票の文言を記載している。 

 

（６）地域内で外国人と日本人が交流する機会

がない理由（複数回答） 

外国人は「話しかけるきっかけがないから」

（68.8％）、日本人は「付き合う場がないから」

（62.4％）が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外国人調査票と日本人調査票に一部相違がある。外国人調

査票の選択肢を基本として記載し、相違箇所に（ ）として日

本人調査票の文言を記載している。 

（７）地域の外国人と日本人がどのようなつき

合いをしていきたいか（複数回答） 

外国人・日本人ともに「挨拶を交わす関係」

が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）台東区が力を入れるべきだと思うこと

（複数回答） 

外国人は「日本人による外国人への偏見・差

別をなくすための意識啓発」（46.2％）、日本

人は「生活情報の発信・多言語対応」（36.3％）

が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外国人調査票と日本人調査票に一部相違がある。外国人調

査票の選択肢を基本として記載し、相違箇所に（ ）として日

本人調査票の文言を記載している。 

 

４ 地域での活動について 

（１）今後参加したい地域の活動（複数回答） 

日本人は「特にない」（40.0％）が最も高い

が、今後参加したい地域の活動としては、外国

人・日本人ともに「町会などが行うお祭りや運

動会等の地域の行事」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人 (975)

日本人 (914)

(%)ｎ

1.8

15.0 31.4 46.0 4.2 1.8

17.4 33.4 30.7 10.5 3.84.2

た

く

さ

ん

あ

る

少

し

あ

る

あ

ま

り

な

い

全

く

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

ある（計） ない（計）

外国人 (975)

日本人 (914)

(%)ｎ

1.8

15.0 31.4 46.0 4.2 1.8

17.4 33.4 30.7 10.5 3.84.2

た

く

さ

ん

あ

る

少

し

あ

る

あ

ま

り

な

い

全

く

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

ある（計） ない（計）

一緒に仕事をしている

日本人（外国人）の友人がいて、付き合いがある

その他

無回答

隣近所の人と挨拶や簡単な会話をするなどの付き合いがある

小売店等でサービスを受ける

医療や介護などのサービスを受ける

日本人（外国人）に対してサービスを提供する

子供の友達やその親に日本人（外国人）がいて、付き合いがある

地域の行事やボランティア、趣味などの活動を一緒に行っている

49.6

45.0

44.4

39.9

20.2

18.3

16.9

16.5

3.2

0.4

13.7

17.0

24.2

41.8

5.2

13.7

20.9

6.5

10.5

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70

外国人 n=(496)  

日本人 n=(153)  

(%)

外国人 (975)

日本人 (914)

(%)ｎ

1.8

15.0 31.4 46.0 4.2 1.8

17.4 33.4 30.7 10.5 3.84.2

た

く

さ

ん

あ

る

少

し

あ

る

あ

ま

り

な

い

全

く

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

ある（計） ない（計）

話しかけるきっかけがないから

付き合う場がないから

人と付き合うことが苦手だから

時間がないから

言葉が通じないから（日本語を話せないと思うから）

必要だと思わないから

長く日本に住むつもりがないから
（外国人は長く日本に住むつもりがないと思うから）

その他

無回答

68.8

48.9

22.7

21.2

18.7

9.0

0.7

1.7

0.2

41.9

62.4

9.1

13.9

11.3

30.4

3.5

7.8

0.7

0 20 40 60 80

外国人 n=(401)  

日本人 n=(707)  

(%)

自分自身が悩んでいるときに相談ができる関係

その他

付き合いたくない

無回答

挨拶を交わす関係

日常会話ができる関係

一緒にお茶を飲んだり食事したりするなどの交流をする関係

相手が悩んでいるときに相談に乗れる関係

51.1

50.8

30.5

28.5

28.0

0.9

4.5

3.2

55.9

37.0

8.8

6.2

1.3

3.5

17.9

2.5

0 10 20 30 40 50 60

外国人 n=(975)  

日本人 n=(914)  

(%)

日本人への「やさしい日本語」の普及

その他

特にない

無回答

外国人の地域社会への参加支援

生活情報の発信・多言語対応

区立施設の多言語対応・表示

地域の中で日本人と外国人が理解しあい、共に生きていくまちづくりを
進めるための、日本人向けの意識啓発（多文化共生に関する意識啓発）※

相談体制の充実（翻訳機による母国語等の対応）

地域の中で日本人と外国人が理解しあい、共に生きていくまちづくりを進めるための
ボランティアなどの人材育成（多文化共生を推進するボランティアなどの人材育成）※

日本人による外国人への偏見・差別をなくすための意識啓発

日本人と外国人の交流の機会の充実

外国人向けの日本語学習支援

46.2

45.1

43.3

36.3

34.8

34.4

29.1

28.0

24.1

23.8

1.3

6.6

1.8

20.2

18.9

32.9

16.1

36.3

29.8

20.9

21.6

8.6

17.9

7.9

17.9

3.2

0 10 20 30 40 50 60

外国人 n=(975)  

日本人 n=(914)  

(%)

地域の同じ趣味の人が集まる文化的活動

地域の同じ趣味の人が集まるスポーツ活動

自分の国（外国）の文化を紹介するイベント

子供に関わる活動や美化清掃などのボランティア活動

その他

特にない

町会などが行うお祭りや運動会等の地域の行事

日本文化に触れる交流会

無回答

55.6

45.4

42.8

32.7

23.7

21.3

1.6

13.0

1.9

25.5

19.0

17.6

11.1

23.5

12.9

2.3

40.0

3.3

0 10 20 30 40 50 60

外国人 n=(975)  

日本人 n=(914)  

(%)

※外国人調査票と日本人調査票に一部相違がある。外国人調

査票の選択肢を基本として記載し、相違箇所に（ ）として日

本人調査票の文言を記載している。 
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